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長小改築工事に着手

A長.lJ¥改築起工式でタワ入れを
可る二宮町長

とりこわしで姿を消してゆく争

長小校舎

長
浜
小
学
校
(
長
小
)
改
築
事
業
は
、
八
月
十
-
一
口
の
町
議
会
で
請
負
契
約
の
締

結
議
案
が
承
認
、
同
月

l
Lハ
μ
に
は
起
仁
式
が
行
わ
れ
、
同
バ
ト
八
円
か
ら
は
校
舎

の
と
り
こ
わ
し
が
始
ま
り
、
待
望
の
改
築
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
工
事
則
問
中
の
同
校
の
同
日
業
は
一
部
の
学
年
を
長
浜
中
学
校
舎
で
行
う
な

ど

L
で
、
二
学
則
の
長
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

5
信
回
万
円
で

鹿

島

建

設

が

長
小
校
合
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締

結
案
作
を
審
議
す
る
町
議
会
第
阿
川
臨

時
会
が
八
月
卜
二
一
円
、
町
体
育
館
で
向

か
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
同
校
改
築
工
事
は
、
請

負
へ
京
封
印

4
億
五
十
万
円
で
、
高
松
市
の

鹿
島
建
設
株
式
会
社
刊
国
支
府
(
飯
塚

文
男
取
締
役
支
庖
長
)
と
、
請
負
契
約

を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
宮
町
長
も
力

強
ノ
¥
ワ
入
れ

起

工

式

詰
負
契
約
の
締
結
案
件
が
示
認
さ
れ

た
こ
と
に
よ
灯
、
鹿
島
建
設
で
は
八
月

ト
ハ
打
、
同
校
グ
ラ
ン
ド
で
長
小
改

築
下
車
の
起
工
式
会
一
行
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
工
事
む
よ
び
設
計
関
係
者

を
は
じ
め
町
山
内
事
者
、
教
育
委
員
会
や

、
下
校
関
係
者
、
近
隣
の
区
長
、
町
議
会

議
段
、
長
小
教
育
推
進
協
わ
よ
ひ

P
T

A
関
係
会
ら
約
六
十
人
が
出
席
。

起
工
式
は
神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、

住
吉
神
社
の
武
智
神
主
に
よ
っ
て
祝
詞

(
の
り
と
)
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
あ
と
、
式

場
内
に
盛
ら
れ
た
盛
土
に
満
野
・
株
式

会
社
ゲ
ン
プ
ラ
ン
建
設
設
計
事
務
所
長
、

二
山
下
山
町
長
、
飯
塚
鹿
島
建
設
四
国
支
屈

長
が
力
強
く
ク
ワ
入
れ
を
し
て
工
事
の

ス
タ
ー
ト
を
し
る
し
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
、
お
も
な
関
係
者
が
祭
壇
に
玉
串
を

さ
さ
げ
、
工
事
の
安
全
と
一
日
も
早
い

完
成
を
祈
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご

協
力
で
一
日
も

早
い
完
成
を

改
築
工
事
は
、
統
合
中
学
校
舎
新
築
、

埋
立
地
(
晴
海
)
造
成
、
新
長
浜
大
橋
架

橋
に
次
ぐ
大
規
模
な
も
の
で
、
ム
7

年
度

と
来
年
度
の
二
年
間
で
完
成
を
目
ざ
し

ま
す
。
八
月
十
八
日
に
始
ま
っ
た
校
舎

と
り
こ
わ
し
か
ら
新
校
舎
落
成
ま
で
の

問
¥
騒
音
や
交
通
上
の
こ
と
の
ほ
か
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
み
な
さ
ん
の
生
活
環

境
に
彫
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
点
な
ど
み
な
き

古
叫
ま
れ
立
い
方
々
に

愛

の

手

を
U

問
R
n
1
日
か
ら

共

同

募

金

るま什人 ら W~ _ _ _ _ v v It v 
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ど
ん
ぶ
り
勘
定

さ
よ
う
な
ら

青
色
申
告
の
特
典

①
事
業
者
の
妻
や
十
五
歳
以
上
の



ん
の
特
別
な
ご
協
力
を
わ
願
い
い
た
し

ま
す
。

園
工
事
現
場
に
は
、
危
険
で
す
か
ら
特

別
な
用
件
が
な
い
限
り
立
ち
入
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
と
く
に
子
供
さ
ん

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

圏
資
材
を
運
ぶ
車
な
ど
の
ほ
か
、
多
く

の
車
柄
や
人
が
町
を
出
入
り
し
ま
す

が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

闘
騒
音
や
粉
じ
ん
な
ど
の
飛
散
の
防
止

に
努
め
ま
す
が
、
止
む
を
得
な
い
場

合
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3
、
4
年
生
は

長
中
で

工
事
期
間
中
の
擾
業

3-

思
わ
ぬ
雨
に
た
た
ら
れ
で
も
、

ぬ
れ
て
ゆ
か
な
く
て
す
む
よ
う

に
l
ー
と
、
多
く
の
方
々
の
善

意
で
、
町
内
の
各
駅
や
公
民
館

に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
「
福
祉

カ
サ
」
あ
る
い
は
「
善
意
カ
サ
L

。
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
、
役
に
立
っ
て
い

る
の
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

カ
サ
立
て
に
ど
っ
さ
り
カ
サ
が
入
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
「
ホ
ッ
」
と
雨

使
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
室
は

長
小
の
グ
ラ
ン
ド
に
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て

に
対
す
る
安
心
感
と
、
人
の
善
意
を
ほ

の
ぼ
の
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
カ
サ
を
返
す
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
多
く
、

ーお
度宅
頂点で
け検も
まし
せて
んみ
かて

カ
サ
立
て
は
、
き
ょ
う
も
わ
、
ず
か
o

ガ

ラ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
駅
の
場
合
を
見
で
み
る

と
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
個
人
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま

で
に
配
置
さ
れ
た
カ
サ
は
、
合
わ
せ
て

約
六
百
本
。
な
の
に
、
八
月
卜
日
現

在
、
ヵ

サ
立
て

に
残
っ

て
い
た

の
は
、

長
浜
八

本
、
喜

多
灘
七

本
、
出

石
八
本
、

白
滝
七

本
の
合

計
二
一
十

9月2日雨。この日長浜駅の善意カサは2本

川
親
族
が
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
事
業
に
従

一
事
し
て
い
る
場
合
に
支
払
っ
た
給
与

中
は
、
全
額
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

∞
②
年
末
の
売
掛
金
や
貸
付
金
の
丘

一
・
五
%
(
金
融
業
は
一
-
了
三
%
)
ま

。一

i
-
bヨ
r
』
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4
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彰
才
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a
m
p
s目
昆

喝

旬
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F
目

撃
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-

，
居
間

F
ァ
-

m

司
君
l
J

山口礼
γ

当
事
L

一4

0
 一
で
の
額
は
、
貸
倒
れ
引
当
金
と
し
て

出
必
要
経
費
に
で
き
ま
す
。

山
③
一
律
に
十
万
円
を
所
得
金
額
か

一
勺
搾
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

。目
、
だ
し
、
次
の
④
を
選
ん
だ
と
き
は
、

一
こ
の
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
④
所
得
か
ら
事
業
主
報
酬
を
控
除

均
し
て
、
残
額
は
法
人
と
同
じ
よ
う
な

日
課
税
方
法
を
受
け
る
「
み
な
し
法
人

。一
課
税
し
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
こ
の
ほ
か
、
四
十
近
い
特
典
が
設

M

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

o
 

C

来
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
よ
う

。日
と
思
わ
れ
る
方
は
、
税
務
署
に
行
つ

一
て
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
に
必

口
安
な
こ
と
を
記
入
し
て
、
提
出
し
て

。引
く
だ
さ
い
。
帳
簿
の
つ
け
方
な
ど
わ

山
か
ら
な
い
と
き
は
、
お
気
軽
に
税
務

中
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。出
ま
た
、
音
色
申
告
会
や
日
本
税
務

叫
協
会
、
商
工
会
議
所
、
町
村
の
商
工

己
会
、
税
理
士
会
な
ど
で
も
、
一
般
の

。山
場
合
よ
り
安
い
料
金
か
、
ま
た
は
無

U

料
で
記
帳
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
執
務
し
て
い
ま
す
。

ぬ
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a
a
g
m窃
i
s
f
a胃
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ge---

な
か
で
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
の
が

ジ
ヨ

y
ギ
ン
グ
で
す
。

ジ
ヨ
ツ
ギ
ン
グ
と
は
、
も
と
も
と
「
そ

っ
と
押
す
」
と
か
「
ゆ
っ
く
り
進
む
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
体
力
ゃ
つ
く
り
の

土
で
は
「
全
身
の
力
を
抜
い
て
、
ゆ
っ

く
り
走
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
む
し
ゃ
べ
り
を
し

な
が
ら
走
る
程
度
で
、
ス
ピ
ー
ド
や
タ

イ
ム
を
競
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
あ
せ
ら
ず
、

ゆ
っ
く
り

l
iこ
れ
が
基
本
で
す
。

十
月
は
「
体
力
つ
く
り
運
動
強
調
月

間
」
で
、
今
年
の
テ

1
7
は
η

歩
け
、

「
歩
く
」
「
走
る
L
i
l
tだ
れ

で

も

知

っ

走

ろ

う
ω

で
す
。

て
い
る
こ
れ
ら
の
基
本
運
動
が
、
最
近
、
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
シ
ョ
ッ
ギ

工

事

期

間

中

の

授

業

は

一

、

二

、

五

、

改

め

て

見

直

さ

れ

て

い

ま

す

。

単

な

る

ン

グ

を

始

め

て

み

ま

せ

ん

か

。

六

年

生

は

同

校

の

第

三

校

舎

な

ど

で

、

流

行

と

し

て

で

は

な

く

H

健

康

・

体

力

{

写

真

は

ジ

ヨ

y

ギ
ン
グ
歴
七
年
の

三

、

四

年

生

は

長

浜

中

学

校

の

教

室

を

守

つ

く

り

の

最

良

の

妙

薬

ω

と
し
て
で
す
c

下
回
章
さ
ん
(
六
一

)
i
F須
戒
]

本。
忘
れ
る
こ
と
は
、
だ
れ
に
も
あ
る
こ

と
。
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
返
し
て
、
ま
た

み
ん
な
が
、
思
わ
ぬ
雨
の
と
き
に
助
け

て
も
ら
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。



4-

て
、
九
月
七
円
、
八
日
の
二
日
間
が
か
す
で
に
や
や
成
長
し
て
い
て
平
均
三

り
で
行
わ
れ
、
七

O
六
・
五
平
方

V
の
五
み
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
漁
協
で
は

育
成
場
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
e

育
成
場
内
で
の
一
週
間
の
飼
育
に
よ
る

国
立
九
日
に
は
、
山
口
県
小
都
市
か
ら
歩
止
ま
り
率
は
約
五
五
%
、
一
週
間
後

ル
小
そ
う
に
入
れ
ら
れ
た
行
万
匹
の
稚
エ
に
大
海
ヘ
放
流
し
た
場
合
の
歩
留
ま
り

ビ
が
到
着
。
薄
茶
色
の
稚
エ
ピ
は
パ
イ
率
は
約
一

O
M
m
と
見
て
い
ま
す
。

ブ
で
育
成
場
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
漁
協
で
は
、
六
年
ほ
ど
前
か
ら
秋
ご

稚
エ
ビ
の
ま
ま
で
海
ヘ
放
流
し
た
場
と
に
ク
ル
マ
エ
ビ
の
放
流
を
続
け
て
い

合
の
歩
留
ま
り
率
は
わ
ず
か
の
四
、
五
る
ほ
か
、
タ
コ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の
放
流

%
で
、
百
万
匹
放
流
し
て
も
四
、
五
万
も
行
っ
て
育
て
る
漁
業
に
力
を
入
れ
て

匹
し
か
生
育
し
な
い
と
い
う
厳
し
い
も
お
り
、
こ
の
初
め
て
の
中
間
育
成
事
業

の
。
育
成
場
に
入
れ
ら
れ
た
エ
ビ
は
、
の
成
果
に
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。

M
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H
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H
m
H
w
a
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u
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日
H
m
H
U
H
n

槻

載

麟

撚

時

撚

較

総

量

間

帯

繊

麟

齢

制

紛

い

る

魚

礁

の

多

く

が

、

検
ほ
し
ソ
消
知
総
窪

p
v
k
}組
制

総

呈

均

二

ご

ち

網

そ

の

他

の

漁

濡

網

ま

ど

樟

害

物

取

り

除

く

町

協

網

や

漁

具

の

損

傷

物

主

役

で

覆

わ

れ

、

魚

熊

の

生
息
率
吉
岡
い
並
型
二
、
一
一
言
ほ
種
み
長
漁
効
果
が
損
な
わ
川
て

長
浜
町
で
は
初
め
て
、
県
下
で
も
ま
い
る
こ
と
が
、
漁
民
の
声
や
諸
調
査
で

れ
な
、
魚
礁
の
清
掃
と
効
果
調
査
が
、
分
か
っ
た
た
め
、
長
浜
町
漁
協
が
町
の

き
る
八
月
一
日
か
ら
十
五
円
ま
で
の
間
助
成
を
受
け
て
宇
和
島
海
事
興
業
株
式

の
七
日
間
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
社
(
宇
和
島
市
)
に
委
託
し
て
行
つ

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
た
も
の
で
す
。

清
掃
と
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
長

浜
港
沖
か
ら
須
沢
一
押
ま
で
の
長
浜
地
先

海
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
魚
礁
の
う
ち
一

お
も
だ
っ
た
十
か
所
。
こ
れ
ら
の
水
深

は
浅
い
か
所
で
十
二
日
、
深
い
か
所
で

凹
十
二
灯
。
四
人
の
ダ
イ
パ
ー
に
よ
っ

て
障
害
物
の
取
り
除
き
、
魚
礁
と
生
息

魚
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
魚
礁
の
障
害
物
に
は

ご
ち
網
、
た
て
網
、
は
え
な
わ
、
ロ
ー

プ
、
ビ
ニ
ー
ル
、
木
株
、
丸
太
ん
棒
、

ゴ
ミ
な
ど
が
見
ら
れ
、
中
に
は
締
が
ス

ツ
ポ
リ
と
魚
礁
を
包
ん
で
魚
が
生
息
で

き
ず
、
魚
礁
と
し
て
の
効
果
を
全
く
失

っ
て
い
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

ま
た
、
魚
礁
の
効
果
調
査
に
よ
る
と
、

並
型
魚
礁
の
場
合
二
段
か
ら
三
段
積
み

(
十
か
所
中
一
か
所
)
の
も
の
は
、
き

わ
め
て
多
く
の
魚
類
が
生
息
し
て
い
た

の
に
く
ら
べ
、
一
段
積
み
の
も
の
は
、

こ
れ
よ
り
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
。
生
息
魚
種
は
チ
ヌ
、
カ
サ
ゴ
、

一
ゥ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
、
メ
パ

パ
ル
、
イ
シ
ダ
イ
、
カ
レ

列
イ
、
コ
ン
ゴ
ウ
フ
夕
、

ペ
イ
ワ
シ
な
ど
が
確
認
さ

川
れ
て
い
ま
す
。

取

漁

協

で

は

、

こ

の

清

網
群
掃
と
効
果
調
査
は
、

Aブ

喝
川
後
の
魚
礁
の
管
理
と
設

し

/
て
メ
置
の
た
め
に
も
高
い
成

h
唱
果
が
あ
っ
た
と
話
し
て

4
L
 

と
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
ま

害
い
と
め
て
漁
業
者
に
報
告

障
つ
沼
み
し
、
自
分
た
ち
の
漁
場

創
同
は
自
分
た
ち
で
守
り
育

型
礁
で
て
ゆ
く
よ
う
、
さ
ら

並
魚
=
↑
一
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
と

上
下
い
う
こ
と
で
す
。

直
径
三
十
メ
ー
ト
ル
の
円
型
に
打
ち
込
ん
だ
青
竹
の
ク

イ
に
網
を
か
け
中
間
育
成
場
を
作
る
漁
業
関
係
者
た
ち

フツりアらせて歩富太

海
に
放
流

し
た
稚
エ
ピ

を
よ
り
多
く

生
き
残
ら
せ

よ
う
、
い
わ
ゆ
る
歩
留
ま
り
を
高
め
る

た
め
に
、
稚
エ
ピ
を
そ
の
ま
ま
で
放
流

し
な
い
で
、
少
し
大
き
く
育
て
て
か
ら

放
流
し
よ
う
と
い
う
、
ク
ル
マ
エ
ビ
の

中
間
育
成
事
業
が
、
こ
の
ほ
ど
長
浜
町

漁
協
が
主
体
と
な
り
、
県
と
町
の
助
成

で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
体
長
三
。
五
セ
ー
ほ
ど

の
ク
ル
マ
稚
エ
ピ
百
万
匹
を
、
育
成
場

で
約
一
週
間
エ
サ
を
与
え
て
育
て
、
太

ら
せ
て
か
ら
放
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

外
敵
の
え
じ
き
や
そ
の
ほ
か
の
死
滅
に

よ
る
歩
留
ま
り
の
減
少
を
防
ご
う
と
い

う
も
の
で
す
。
関
係
者
の
話
で
は
、
一

週
間
の
人
工
飼
育
で
五
、
ド
ハ
与
に
成
長

す
る
と
い
う
こ
と
。

育
成
場
は
千
が
た
に
な
る
と
こ
ろ
が

適
地
。
そ
こ
で
、
長
浜
高
校
長
の
肱
川

河
口
の
干
が
た
地
が
当
て
ら
れ
、
こ
こ

に
直
径
三
十

μ
の
円
筒
状
に
六
・
ム
ム
引

の
青
竹
の
ク
イ
を
打
ち
込
み
、
同
開
に

五
・
五
灯
の
高
さ
の
網
を
張
っ
て
、
こ

の
中
に
稚
エ
ビ
を
放
っ
て
飼
育
す
る
と

い
う
も
の
。

育
成
場
作
り
は
、
八
幡
浜
県
事
務
所

水
産
課
の
指
導
と
町
の
立
会
い
の
も
と
、

町
内
の
漁
業
後
献
者
、
民
び
き
漁
業
者
、

漁
協
の
役
員
や
職
員
ら
約
四
十
人
が
出

できこと
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三豆釜霊宝T歪翠蕩.... 璽彊置園

声..I)，1ι在、夜、たちの住ん

で、いる社会は公害社会と百

われて水量艮巾吾、ド CB、

BHCなど数えてみれば切

りがありません。各種各様

の公害が環境を破壊して私

たちの健康を害しています。

私たちが公害について翼剣

に考えてゆかないと、身体

の自然性を失い、健康!Icili

を復活させることがむ「か

しくな.)ごくるとしミうこと

が毎えられますc

私たちは、自然で健康il'J

な状態に身作会改えしてゆ

くことを号えてゆかなけれ

ばなりません 硯花は人工

的食品が多く出凶っており、

食生活に便利さはあります

が、そのu:師、病気になり

やすく体力もない1主健康人
ができてきています。そこ

で、考えられることは、肉食

などはできるだけ少なめにして野菜を

多くとること。また、山里子に向生する

IIJ菜などの食用にできるものは多ぐ食

べて、身体に備わっている白然性をと

りもどしてゆ〈ごとがきわめでたいせ

つなことひあり、今伐の私たちの健康

を守る一つの手段ではないかと思いま

すり参考にして項ければドせです。

(下三n戒sY) 

野
菜
、
山
菜
食
で
健
康
と
り
も
ど
そ
う

今月の声哩~

dqtquEEqkg号¥弘官官、
haA誌
と
号
、
t
司、色

E
a
g園
q
k
-
a
a
t
-
q
E闘
司
、
主
号
、
ピ
号
、
足
、
¥
益
田
号
、
E
F
3
2号
泣

Z
S
E
a
s園
S
E
a
s
z
q
E害
S
'四
を
ま
ま
岳

E号
¥
言
号
、
t
z
a、ESQME罰司

みのりの秋c 農家は忙しくなりますc

ご
の
欄
は
、
あ
な
た

の
声
に
お
答
え
す
る
、

あ
る
い
は
、
あ
な
た
の

声
を
ご
紹
介
す
る
ペ
ー

ジ
ご
す
。
直
接
お
た
ず

ね
が
あ
っ
た
ご
と
、
町

の
中
で
ふ
と
耳
に
ふ
れ

た
あ
な
た
の

4
f
も

ス
ク
ー
プ
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
生
活
を
し

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
町
の
し
ご
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

不
満
ご
と
、
こ
品
目
u

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
べ
|
ジ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
項
き
、

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ミ
ユ
ミ
b--号、主句、、
E
望
企
画
司
号
、
三
号
、
配
回
句
、
b
圏、、、三

3
3
E号
、
ぜ
四
号
、
ぽ
・
型
、
広
司
君
主
将
、
、
語
句
、
b
-
f
t・測さ
AE雪
量
・
号
、
ば
図
司
会
量
暗
示
会
主
号
、
ぽ
園
司
、
金
書
S
E
2
2
S
E
g
-
-
g
sま
s
g
t・調子

で長f
1x >> 
>>'>>>>>>> 

〈くくにくくくくく〈ぐ

今月の

室主主土三室

1WJわん症を直す寝

具販売所教えます

声一今、長浜中学校で:p.くの子供さ

んが脊柱1ftl]わん症で台しんでおられるこ

とを生日りました。大〉交なことて、あると

思います。子生に立っかどうか分からな

いのですが、脊柱の異状を正しく 1る

寝具を販売している所がありますので

説明書の請求光を書いておきます。

松山市畑寺町130番地

電話0899-.76~3455

(下須戒SY) 

一A
品

》

綿

川

園

駅

~

三押す畠「は九一

i

ぷ
1

f

h
喝
、

b

な

ぷ

占

厩

繍

・

沼

会

開

苅

ん

d
人

若

村

一

r

一一、
L
J
Fホ
引
離
腔
ド
中
円
…
引
…

一/プ静雄一同…

声の箱もご活

用ください

声…印鑑証明に必要な印鑑 ~ 

登録証を、家庭でなくして L 盟丹
まい困っています。再交付し登安

て頂付るでしょうか。子続き翠 τ十
はどうすればよしミでしょうか。お二

・(一町民) 粉と
お答え一再交付 Pきま j-0 iミ己主
手続きは、本人ヵ、代理の々に?ま

よって紛失届(用紙は役場にそす

あり)を役場の係に出せばよ

いことになっごいます。ただし、{七f里

が届けを Jる場合は、代理権授与通知

書(用紙は伶坊にあり)、いわゆる委

任状が必要です。

行
政
の
仕
事
に

苦
情
や
悩
み
が

去
の

nノ
土
品
!
し
よ
/
ご
h
J

環
境
、
道
路
、
河
川
な
ど
の
維
持
管

埋
と
か
年
金
、
許
認
可
、
そ
の
他
も
ろ

も
ろ
の
役
所
の
仕
事
に
対
し
て
、
苦
情

や
悩
み
を
も
っ
て
L

お
困
り
の
方
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
方
は
「
一
日
行
政
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

いだ談ご軽うまに望はた密無
。さく相にぞすしの、いに料相

わ。て通ごこさ。談
気どいり希とれ秘は

10月20日午前9時~午後3時

圃 10 月 14 日 ~ZO日は行政相談遍間

行政相談委員・宮本幹之進

長j兵町フイッシングセンター

相談委員

品
己

ところ

と
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瞬] ぷ弘ム
宅地 194，653m'

建物 52，648m' 

山中'* 20，482m' 

雑種地 4，378m' 

その他 7，850m' 

歳(使ったお金)出 (単位:千円)

1億円

9ー ~ ~ 
8 

害予算員 決客算員
7 

6ー
使う 際実

5 予に
定{吏

4ー だっ
った

3 金た 全額

言員
2 

1 

万円

宗大月IJ 議会費 総務費民生費衛生費 労働費 農業林水産費 商工費 土木費

予算書員 45，247 447，704 I 676 サ492I 182，906 100 I 467 ，624 25，375 369，806 

決算額 45，188 442，474 I 670 292 I 149.454 100 I 462 524 24，643 366，860 
(構成比) (1. 66%) (16.24%) I (24 59%) I (5.48%) (0.00%) I (16 97%) (日 91%) (13.46%) 

性質別決算状況

簡易水道事業

ト-"lI歳入高

l1i司
78，807千円

78、276千円

78，276千円

。千円
コミ、、ιq山闘λ帖日」…
地造成に合わせて， ，858万2千円

消防費 教育費
jハ~~量r主z 
公債費 予備費 言十復旧費

71，618 242，622 31，011 228，112 477 2，789，094 

69，468 237，929 29，19E 227，290 。 2，725，418 
(2.55%) (8.73%) (1.07%) (8.34%) 10.00%) (100.00%) 

町道新設改良事業に 3億3，117万3千円(写真は町道豆柳線)

水道事業会計

区分 平ヰ 円 3t 額(円)

常業収益 48，507，032 

~'X. 営業外収益 61，817 

主主 48，568，849 

的 営業費用 40，726，081 

l収 託業外費用 7，381，985 

支 員十 48，108，066 

純利益 460，783 

本資 資本的収入 1，098，000 

a'J 資本的支出 7，729，583 

収支 差 ヲl ム 6，631，583

資本的収入額が資本的支出額に不
足する額6，631，583円は、当年度分損
益勘定留保資金 5，884，329円及び減
債積立金 747，254円で補てんした。

工業用水道会計

灰分 科 目 5I寸Z、 額(円)

営業収益 9す510，269

~'X. 営業外収益 10，658，111 

益 計 20，168，380 

自'J 託業費用 11，398，779 

~'X. 営業外費用 6，500，983 

支 計 17，899，762 

純利益 2，268，618 

資 資本的収入
本
的 資本的支出

収支 三喜 ヨ|

資本的収入額が資本的支出額に不
足する額6，258，312円は、当年度分損
益勘定留保資金 4，271，157円及び減
債積立金 1，987，155円で補てんした O



員オ故状況の公表
長浜町の財政事情の作成および公表に関する条

例により昭和田年度の財政を公表します。

昭和54年同 長浜町長二宮重憲 開 3年境
(単位:千円) 最(はいったお金)入

1億円

9 ~ ~ 
8-

額算予 額決算
7 

6 は実

5 るド
予は

4 定い
f三つ

3 
った

た 額金

2- 額金 ) 

1 

干万円 同

宗大別 田j問山I譲地与方税 ]片金車足 fメチ也ァ: 付 官前 1|2交通T安型士分負担担金金l使子数用料料支国出匡オ 県支出金|財産収入|奇1寸'lt|繰入金l繰越会 諸収入町 債
予算額 315 ，8881 33，222 29，90C 985 ，276 2，ω] 25，579 55，0781493 ，8481281，731 5，987 6，341 750 56，199 66，704 1 430 ，500 2，789，094 

決算額 327 !日8133，222 29，則。 985 ，276 2，ω1 25.726 56，8881493 ，5181282，466 8，641 4，891 800 56，199 44，9811430 ，問。 2，782，657 

(構成比) 77%)1 11.19%) 11.07% (35 41%) 10.08%) (0.92% (2.04%)1117 74%)1(10.15%) (0.31% (0.18%、(0.03% (2.02%) (1. 62% )1(15 47%) (100 00%) 

公 {責 費 (54.5.31現在)

区 月IJ 件数 現花額(円) 1世帯当り額(円)1人当り額(円)

般会計(普通債) 157 1，993，948，586 511 ，007 151，932 

般会計(災害債) 18 50，197，161 12，864 3，825 

上水道特別会計(菩通債) 10 97，688，010 25，035 7，443 

簡易水道 ( // ) 17 131，636，839 33，736 10，030 

工業用水道。( ク ) 8 81，702，163 20，939 6，225 

住宅新築資金等。( // ) 9 66，457，518 17，032 5，064 

計 219 2，421，630，277 620，613 184，519 

漁港建設事業に 1億8，566万8千円 (写真は?r['浦漁港)

一一一一国民健蟻鋸険 四国民健醸保険直営診療所

円

円

円

円

千

千

千

千

η
ノ
ハ
】

q〈
υ

η

t

e

ρ

h

U

ウ

i

o
ム

n

u

-

-

6

3

1

2

 

4

1

5

6

 

η〆
μ

η
〈

υ
1
l
i
-
-

ρ
h
u
p
n
u
p
n
u
 

算

高

高

出

引

入

出

城

予

歳

歳

歳

差掛
....-::;r:::.と←ー予算 32，208千円

百町古歳入高 2，591千円

，--， ~一歳出高 31 ， 491千円
尽111且j 歳入歳出
¥↓寸時4 ム28，900千円一ιー差ヲ|

歳出差引残高

町税収入状況

軽自動車税 6，505，400円 1.99%
1世帯当りし671門 1人当り 494円

判
却
時

施

算

高

一

一

鮎

引

湾

子

歳

駅

都

美
港?待

住宅新築資金等貸付

Ii予算

lut~ 歳入高
~平V 歳出高
|母車r-----¥
1:': lー」歳入歳出
」乱立主L差 ヲ|

28，924千円

28，907千円

27，958千円

949千円

13，384千円

13，134千円

13，134千円

。千円
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長浜分団第3部が準優勝Y
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審
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轟

轟
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融

監

騒

動

新

酌

欝

難

欝

査

員

が

着

い

て

、
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轟

轟
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J
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讃
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臨
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龍

灘

磁

謹

挺
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欝
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麗

額
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輔

謹

鰻
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鱗

麓
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一

一

丸

山

二

V
、
論
鶴
一
t
f
h
k

一
三
励

s
i
l
l
i
-
-
i
e
l
u
i
i
i
i
i
司

方

式

で

行

わ

れ

ま

す
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轟

轟

三

γ一
一
川
副
¥
藤
一
戸
丸
一
V-1-
山
一
平
一
一
一

一

一

一

消

防

操

法

大

会

大

淵

喜

多

地

一

腿

大

会

さ

す

が

に

市

町

村

消

防

団

鍾

欝

欝

鐙

機

欝

麟

ぺ

十

一

一

一

一

円

一

一

一

糊

一

…

…

を
代
表
し
て
出
場
し
た
チ
l
鱗
購
鱒
欝
鱒
欝
鞠
麟
欝
韓
議

J
ふ
み
ら
れ
わ
れ
一
一
一

一
一
一
第
十
二
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
大
会
に
は
大
洲
市
と
喜
多
郡
内
町
村
ム
だ
け
に
、
ど
の
チ
l
ム
も
鶴
髄
購
鱒
鱒
欝
鶏
鱗
灘
醸
欝
醸
欝
綾
ふ
一
色
村
一
九
%
以
静
一
一
一

揚
縁
議
録
揚
緩
爵
纏
鍵
鐙
議
場
d

護係協誤認祭騒騒騒瞬韓離欝義務勢一花ぷ一三
J
V

一
一
品
寸
d

一
一
一
洲
喜
多
地
区
大
会
で
、
長
浜
町
消
の
一
市
四
町
一
村
か
ら
、
小
型
ポ
ン
プ
き
び
き
び
と
み
ご
と
な
操
法
盤
轟
轟
鱒
総
議
離
鱒
鞠

f
一日叩J
一いいい
γ
…ン

騨
欝
鱒
鱒
欝
麟
撃
錨
一
一
hur--J竹一士山
Jr
…
…
日
古
川
マ
)

一
一
一
防
団
長
浜
分
団
第
三
部
(
沖
埋
ま
の
部
十
チ
l
ム
、
消
防
ポ
ン
プ
白
を
披
露
。
審
査
の
結
果
、
小
議
欝
譲
二

J
j
w九一川一合計三
fir-
で
山
一

一
一
一
が
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
の
動
車
操
法
の
部
五
チ
l
ム
が
出
場
。
こ
型
操
法
の
部
で
は
肱
川
町
消
轟
轟
轟
饗
麟
撃
態
王
…
一
一
円
一
一
…
一
一
一
…
i
m

川
市
一
げ
山
一
…
…

叫
…
部
で
準
優
勝
に
輝
夫
二
十
一
年
の
う
ち
長
浜
町
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
防
団
第
五
分
団
が
減
点
三
十
麟
麓
議
騒
騒
盤
整
?
久
々
ふ
マ
ラ
一
一
一

一
一
一
ぶ
り
に
好
成
績
を
飾
り
ま
し
た
。
の
部
で
櫛
生
分
同
と
出
海
分
団
の
二
チ
一
点
で
初
優
勝
。
櫛
生
分
団
離
購
翻
…
露
欝
韓
麟
鱒
鞠
二
p
b
i
m

のグ

錨
欝
鱗
譲
訟
鰭
鑓
額
獲
幾
滋
選
潟
ぽ

γ↑ι一w
u
J
A
L
口
貝
中

E
E
E

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
が
開

l
ム
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
長
は
八
位
、
出
海
八
刀
団
は
九
位
韓
鵜
離
欝
鱒

J
÷
!
?…一ふ一言ーベ一二千
1FLu--殺
署
長
一
一
一

一
一
一
催
す
る
毎
年
恒
例
の
同
大
会
は
、
浜
分
団
第
三
部
が
出
場
し
ま
し
た
o

に

と

ど

ま

り

ま

し

た

。

轟

轟

轟

ン

弘

三

一

MIr-m
一一一円一一一一一一一一一切一一閉山………

九
月
五
日
大
洲
中
村
の
肱
川
緑
地
競
技
は
午
前
九
時
開
始
。
小
型
ポ
ン
一
方
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
繍
麟
審
鱒
鞠
鱗
響
機
購
鱗
之
一
色
一
m
m
f
b
r
h
v
m
w
て
一
一
一
一

一
一
一
公
国
汁
同
十

ELv--1
円

、

市

防

ポ

ン

プ

自

動

車

の

順

で

行

わ

車

操

法

の
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で

は

、

内

子

町

ふ

¥

議

選

盤

饗

義

主

…

…

…

機
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h
h

川?ι
い
泳
三
十
必
一
一

JfrJ十
h

y

一

消

防

団

内

子

分

団

が

議

襲

撃

選
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議

襲

撃

革

め
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子

一

γ

一

守

護

議

A
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1
1
1
1
1
1
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議
謀
議

J
J一三
日
一
会
第
…
…
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一
一
一
欝
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f
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欝

議

罷

バ

一

一

口
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1
1
1
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減

点
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十
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で

四

欝

欝
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選

欝

;
i…:γι11rv
一一行Jγ
一
大
図
“
…

轟

鱗

L
L
?と
w:議
議

襲

撃

譲

二
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一
一
齢
一
引
川
町

U
一
的
一
町
一
則
一
年
連
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優
勝
し
た
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警
護
襲
謙
譲
議
護
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一

一

欝

議

欝

欝
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麟

盤

欝

欝

バ

ド
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ヨ
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日
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直
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に
次
い
で
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長
浜
分
回
日
三
一
部
l

引
っ
て
き
一

ι
?ふ
成
績
に
山
…

麟
轄
盟
関
之
判
明
輔
、
以
鰍
機
欝
欝
欝
韓
鱒
鞠
鶏
機
購
欝
Jγ
一
了
ム
ト
「
」
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寸
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寸
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十
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岬
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と
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と
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…
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吸
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L
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て
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員
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/
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o
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長
の
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力
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…
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職
一
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欝
歓
欝
髄
饗
翻
鱗
忠
一
一
一
マ
一
揮
番
一
番
番
豆
一
|
マ
/
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導
で
猛
特
訓
を
重
ね
と
団
員
の
努
力
を
賛
え
た
い
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と
一
一
一

欝

士

、

議

離

饗

議

議

!

し

一

一

部

一

指

1

2
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補
一
て
き
た
と
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o

松
岡
郎
話
し
て
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す
o

-
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購
轟
韓
謹
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い
一
鱗
欝
鶴
騨
穣
鱒
轡
灘
議
叡
畿
較
鱗
欝
斡
矧
崎
一
「
ト
ー
ト
|
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レ
ー
ト
|
「
」
長
は
「
み
ん
な
が
絶
対
に
優
勝
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の
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団
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め
て
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の
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闘
叡
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議
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議
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に
か
¥
一
一
点
一
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ぃ
一
一
ゲ
い
試
練
げ
し
て
や
る
と
い
う
意
気
込
み
で
奮
起
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日

留置....，

わ
た
く
し
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
秩

序
正
し
く
営
ま
れ
る
よ
う
法
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
一
人
ひ
と

り
が
法
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
つ
で
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

K
7

し
か
し
な
が
ら
、

ネ
明
弓
一
我
が
国
の
現
状
を
見

ヘ

d
A
x
h

る
と
必
ず
し
も
満
足

守
護
露
関
畠
す
べ
き
も
の
と
は
言

/
れ
吸
お
J
a

え
ま
せ
ん
。
た
と
え

メ
ぷ
自
主
ば
結
婚
、
就
職
に
か
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ら
む
差
別
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子
供
や

〉

7

老
人
に
対
す
る
虐
待
、
騒
音
、

守
」
」
悪
臭
な
ど
に
よ
る
公
害
問
題

瓦
に
一
な
ど
を
は
ビ
め
隣
近
所
と
の

jz一
争
い
ご
と
な
ど
が
、
ひ
ん
発

T
J
一
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

咽
一
問
題
は
、
お
互
い
に
憲
法
を

八
一
は
じ
め
法
を
尊
重
し
、
守
ら

十い
j

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

1
一
考
え
方
が
、
十
分
に
徹
底
し

ず
(
一
て
い
な
い
た
め
に
発
生
し
て

‘
つ
一
い
る
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。

μ
一
¥
一
わ
た
く
し
た
ち
一
人
ひ
と

+
を
り
が
、
法
に
親
し
み
、
法
を
尊

ぶ
{
重
し
、
お
互
い
の
権
利
を
守

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
の
建
設
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

み
な
き
ん
が
、
人
権
侵
害
を
受
け
て

ど
の
様
に
解
決
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
か
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
寓
は

固
く
守
り
ま
す
。

長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方

々
で
す
。
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熊
野
熊
雄
日
H

長
浜

マ
平
出
三
盛
H
H
出
海

マ
土
居
孝
童

1
柴



豊
茂
③
長
浜
、
夫
和

{
男
子
ソ
フ
ト
示

i
ル
}
一
部

1
①

出
泌
②
櫛
生
③
沖
浦
、
柴
マ
出

l
①

沖
浦
②
ム
f
坊
③
長
浜
A
、
大
和

h
mの
町

民

じ

い

j

子
十
八
チ
|

体
育
去
が
八
月
↑
丸
山
ぼ
可
L
れ
ぞ
れ
に
大

十
九
日
、
長
以
け
で
い
繰
η

し
ま
に
」
〆

中

学

校

と

長

浜

試

台

は

バ

レ

i
、叶

高
校
で
開
催
さ
ト
と
も
に
労
女
別
c

円つい

れ
ま
し
た
c

こ

に

つ

4
C
1
二
十
九
歳
ま

シ
一
一
で
十
五
回
で
山
近
一
1

て
i
L
を
-
部
、

什

こ

今

子

松

山

し

し

の

チ

l
ム
を

粍
ド
は
バ
レ

l

二
詐
よ
ー
し
一
行
わ
れ
、
パ

ボ
ー
ル
ト
一
ノ
フ
レ
!
の
m

部
は
八
十
ム
、

ト
ボ
ー
ル
。
一
一
郎
は
五
チ
ム
¥
ソ
-
/

町
内
名
一
地
か
卜
の
一
部
は
十
チ
ー
ム
、

に
二
円
日
を
回
一
ハ
一
円
同
一
ハ

J
l
ム
で
熱
戦

に
じ
し
と
そ
れ
ぞ
ペ
一
品
り
1

寸
ま
し
た
。

れ
い
悦
脅
を
重
一
千
小
松
…
中
小
、
男
子
パ
レ

ね
で
き
た
ベ
レ
!
は
一
部
で
情
生
、
一
一
部

l
ボ
ー
ル
男
子
で
豊
茂
¥
交
に
パ
し

l
は

十
+
二
、
婦
人
八
沖
浦
、
男
子
ソ
フ
ト
は
↑

干

i
ム
、
ソ
フ
却
で
小
海
、
二
部
で
沖
浦

畠

ZE--一--‘asz言
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γ

一
-
利
引
)
空
中
島
穏
健
づ
心
一
周
c

喝

U
打
数
一
日
日
川
、
て
町
一
一
日
j
J

川
駅
伝
。
…匂

〕

吋

ぽ

「

(

⑪

夏

パ

テ

h

大
分
家
庭
が
一
一
一
日
1
川
ト
件
で
最
も
多
く
、
飲
つ
で
も
調
理
山
市
具
が
日
汚
染
さ
れ
叫

-

h

h
震
聾
』
?
?

川
志
向
出
午
、
J

M
復
し
、
γ

人
出
/
¥
食
山
は
百
六
卜
ハ
守
一
な
っ
て
い
ま
す
。
で
い
た
ら
何
に
も
な
杓
ノ
ま
ぜ
ん
。
時

一

門

官

一

の

こ

と

は

が

そ

の

仕

出

し

号

戸

一

皇

室

言

、

新

聞

な

ど

ゐ

7γ
ぞ
ス
ポ
ン
ジ
も
清
潔
で

1

叩

M
Fド
I
L
-
-
:
v止
ま

る

が

L

三
一
〆
ふ
り
上
げ
る
の
一
、
¥
γ

ご
ト
J

か
。
手
持
一
日
山
出
で
す
か
?
子
山

よ
う
な
季
節
仁
な
り
ま
〉
た
。
に
応
じ
よ
一
行
が
、
実
際
に
山
一
一

i
ゐ
件
公
指
の
傷
や
一
一
キ
ビ
の
化
膿
し
た
と
岬

山

こ

の

時

期

に

は

述

科

会

、

秋

祭

げ

て

ー

こ

ろ

か

ら

納

雨

が

食

品

に

移

・

2

い

ー

」

明

い
り
、
行
楽
な
と
来
L
V
行
事
が

7

i

¥

り
、
食
中
蓄
に
な
る
こ
一
一
-

L

コ
ー
か
J

R

コ
戸
¥
Y
T
A
V
J
Fか

喝
タ
タ
く
あ
り
ま
す
が
、
食
中
毒
に
『

F
↑
し

/
F
l
J
h
i
f

と
も
あ
り
ま
す
。
そ

L

康

山

一

ト

注

意

を

し

て

ほ

!

)

い

昨

〈

細

菌

が

原

因

て

調

理

し

た

食

品

は

な

内

川

崎

期

で

も

あ

り

ま

す

。

る

山

く

早

く

食

べ

る

こ

と

川

食
中
毒
し
と
い

7
!
こ
情
刷
の
六
月
↓
一
江
良
中
毒
、
案
外
、

1

い
た
一
八
併
と
で
す
の
f

町

山

が

た

つ

に

従

刊

叫

刊
か
ら
七
、
八
月
の
方
カ
タ
v

い
よ
う
な

J

に
ふ
ん
べ
つ
ν

ー
一
起
こ
す
よ
う
に
忠
パ
J

い
食
品
中
の
川
仰
向
は
繁
殖
し
灯
仙

〆

伊

酔
気
が
し
ま
す
が
、
山
利
子
h
J
一

年

全

ヤ

/

す

す

い

よ

う

で

す

が

日

ち

な

立

て

い

ま

イ

リ

J

帆
国
の
月
別
良
中
毒
発
生
患
汗
数
を
べ
物
で
も
食
中
毒
の
原
凶
と
な
る
細
菌
川
L
L
の
よ
う
な
こ
と
に
も
川
川

川
み
で
み
る
こ
、
八
月
が
最

-2く
(
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
菌
、
サ
ル
モ
、
不
ラ
属
気
を
つ
け
て
味
覚
の
秋
を
満
村
一

相
次
い
で
古
川
、
六
月
は
意
に
反
し
菌
)
や
、
細
菌
(
フ
ト
ウ
球
菌
、
ポ

y

喫
し
て
く
だ
さ
い
。
(
町
保
る
川

仲
て
、
な
ん
と
ベ
品
川
に
一
生
っ
て
い
リ
ス
三
国
)
が
出
す
毒
素
一
一
一
川
合
δ
れ

健

婦

-m問
J

d

f

i

l

q

u

川

豆
7
‘哩--z一亨&-ESE-L2zr-
よ
w
Fき・

2箇
aga-
宏、一戸志向
T

矛
ご
島

--szsee-喜一
f

百
乏
三
一
一
E
j
-
Z
F
Z
一
一
弘
守
・
2
zも
viFEZ-一寸
J

一-ZE--寄

A-ZE--2・土計

で
の
結
果
は
次
の
通
り

{
男
子
バ
レ

l
ボ
J

凡
}
一
部

1
の

櫛
生
②
豊
戊
③
長
浜
、
沖
浦
マ
二
部

l

①
尊
茂
一
也
白
滝
③
長
浜

{
婦
人
ハ
レ

I
ボ

i
ル
}
①
沖
浦
④

パレーは格生 1 主主茂¥沖浦

トは出足、沖浦が慢犠

需15回町民体育祭

女子バレーポール決勝戦豊茂対沖浦の試合

国スポーツ e 表彰 神地血認配

表
彰

松
岡
和
美
、
別
問
久

f
一
r

以
上
櫛
生
)

小
西
伸
一
、
畑
山
幸
子
、
橋
本
チ
ヨ
ミ
、

村
本
章
、
来
泊
伝
子
、
川
野
深
、
畑
山

真
一
郎
(
以
上
出
海
)
問
、
淵
金
定
、
小

肝
純
白
、
西
山
君
枝
、
大
西
川
氏
夫
、
時

ユ
ク
チ
へ
以
上
下
須
戒
)
一
一
一
泊
直
重
、

一
宮
美
智
子
、
山
本
美
利
子
、
藤
岡
章

男
(
以
上
豊
茂
、
}
中
川
勉
、
上
田
明
子
、

中
野
貴
夫
、
熊
本
真
弓
、
清
水
禎
子
、

内
山
宏
子
、
三
井
虎
子
(
以
上
山
滝
)

林
寛
美
(
柴
)
。
こ
の
ほ
か
大
洲
市
の
方

一二一人。

事

業

*

林
田
さ
ん
ら
行
人

ー
祉
協
丈
会
で
|

八
月
二
ト
三
円
長
浜
町
体
古
館
で
開

か
れ
た
第
十
二
凶
長
一
一
山
町
社
会
福
祉
大

会
で
、
次
の
通
り
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

つ、ノ

開T

長

表

車三

社
会
福
祉
協
議
公
長
表
彰

{
社
会
福
祉
功
労
者
一
矢
野
一
栄
、
亀

井
福
男
(
以
上
長
川
長
浜
二
十
二
区

代
表
中
川
佐
太
郎
、
長
浜
町
一
般
V
Y

S
、
問
中
三
枝
(
長
浜
小
四
年
)
増
田

和
「
(
豊
茂
小
五
年
)
久
保
田
美
智
子

(
戒
川
小
二
年
)

号室歪豆室主亙霊己ι

一
社
会
福
祉
功
労
者
]
い
作
用
辰
喜
(
長

[
第
二
十
回
健
康
優
良
老
人
}
山
本

兼
松
(
仁
久
)
岡
コ
ト
ク
(
青
島
)
武

田
ゴ
チ
エ
(
閉
じ
…
田
)
仲
尾
柳
栄
(
今
坊
)

沖
野
市
宮
(
櫛
生
)
宮
城
絹
子
(
山
海
)

行
ふ
満
(
豊
茂
)
津
田
山
F

十
、
湊
正
盛

一
以
上
白
滝
)
丸
同
正
光
(
戒
川
)

出血立学単純ぬん~鶴見一-一一一一 窓慈蜜区立士二三亙盤

社
会
福
祉
協
議
会
感
謝
状

判

長

感

謝

状

」
内
向
左
公
/
下
「
長
鋲

{
献
血
運
動
功
労
者
}
マ
三
十
凶
以

しし
H
H
沢
井
ミ
ヨ
コ
(
長
浜
)
浪
本
忠
則

(
沖
浦
)
マ
て
一
回
以
上
H
H
上
川
慶
信
、
村

上
服
、
船
津
一
彦
、
二
一
好
宏
子
、
藤
村

利
L
J
、
二
宮
正
男
、
永
井
光
、
米
関
緒
川

与
四
也
、
菊
地
枚
、
j
地
末
子
、
山
口
蓋
一
、

谷
淵
正
弘
、
船
津
博
、
犬
山
千
太
郎
、

谷
節
r
丁
、
西
本
幸
雄
(
以
上
長
浜
)
都

築
宗
一
、
暗
室
代
子
、
吉
田
直
人
、
同

千
代
(
以
上
沖
浦
J

山
ド
加
智
子
、
菊

地
芳
明
、
宝
生
芳
正
、
山
本

H
出
夫
、

町

長

お

よ

び

社

会

福

祉

協

議

会

長

感

謝

状

【
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
者
]
井

上
茂
雄
、
今
村
正
治
、
山
口
安
子
、
山

本
公
(
以
上
畏
山
)
(
〈
川
淵
行
雄
(
沖
浦
)

石
川
是
(
櫛
生
)
久
保
ミ
サ
ヲ
(
上
老

松
)
菊
本
政
清
、
-
宮
義
道
(
以
上
山
一
比

茂
)
山
本
重
美
、
坂
石
美
明
、
白
滝
青

年
団
(
以
上
山
滝
寸
戸
)
の
ほ
か
大
州
市

の
方
一
人
。
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本
田
信
子
さ
ん

郡
連
婦
人
会
に
貢
献

出
海
の
本
田
信
「
さ
ん
(
七
一
)
は
、

過
去
に
お
い
て
、
喜
多
郡
連
合
婦
人
会

活
動
の
推
進
に
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
さ
る
七
月
-
一
卜
九
日
、
内
子
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
喜
多
郡
連

台
婦
人
会
三
十
周
年
記
念
大
会
の
席
上
、

菊
地
敏
行
喜
多
郡
町
村
教
育
委
員
会
連

合
会
長
ら
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

木
田
さ
ん
は
、
同
連
合
婦
人
会
で
副

×

×

×

三

党

け

て

使

え

ば

、

が

ス

の

浪

貸

湯
わ
か
し
器
も
経
済
的
に

I

7

2

削

〈

〈

〈

h
E
4人
斗
j

ヒ
ム
ー
ヨ
ヲ
〈

-
u
T
3
』
二
〉
勺
〉

a

o
聾
唖

-
t
H
(
:

山

陽
日
、
、
内
オ
カ
し
町
乱
(
あ
y
.
4
a曜

い
は
電
気
)
の
消
費
量
は
、

O
Bレ
ゐ

x
×
×

叶

判

良

い

茶

の

見

分

け

方

水
温
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ

O
#唱
。

×

×

×

る
た
め
、
冬
は
夏
に
く
ら
べ
・
一
瞬
時

O

仕
上
げ
が
丁
ね
い
で
よ
い

で
二
倍
も
消
費
す
る
。
便
利

1
・
ほ
ど
よ
く
縮
ま
っ
て
い
る
の

な
た
め
、
つ
い
流
し
っ
放
し
で
使
で
、
同
じ
銘
柄
で
同
ピ
目
方
な
ら
、
叫

い
が
ち
だ
が
、
必
要
な
分
を
容
器
か
さ
の
少
い
方
が
良
い
茶
。

川

rms-z-zaes--5
・EEES--Z
三宅--一
-22毛
Erzza--zZ22
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三2
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三三一
--e毛
-E相

会
長
な
ど
を
つ
と
め
ま
し
た
。

問
月

M
日
午
後
2
時
か
ら

豊
茂
・
穂
積
は
⑦
局
に

豊
茂
や
穂
積
地
区
に
あ
る
地
集
電
話

(
農
集
電
話
)
い
か
一
般
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
豊
茂
し
父
換
所
'
(
⑦
局
)
が
で

き
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。

，
こ
の
た
め
豊
茂
、
穂
積
地
区
の
電
話

ほ
、
十
月
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
番

号
が
「
⑦
の
×
×
×
×
」
に
変
わ
り
、

局
番
以
下
の
番
片
も
変
わ
り
ま
す

新
し
い
電
話
番
号
は
、
新
聞
折
り
込

み
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

広報ながはま

公社電話

し、
。

お
誕
生
お
め
と
う
グ

8
月
届
出
分
/
敬
祢
時
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

豊

茂

増

間

勝

敏

長

男

敏

相

豊

茂

西

山

和

夫

二

女

夏

代

櫛

午

植

杉

岳

志

長

男

裕

ん
7

幼

大

井

庄

八

長

男

幸

紀

下
須
戒
中
川
亀
併
郎
四
男
敬
太
郎

沖

浦

情

本

異

男

長

男

真

也

白

滝

門

同

信

雄

長

男

紘

明

沖

浦

明

知

口

幸

吉

二

男

陽

平

白

滝

城

戸

士

口

信

二

男

隆

志

豊

茂

宇

都

宵

芳

文

二

女

千

品

出

海

水

田

善

市

長

男

柁

一

長

浜

五

井

鉄

治

二

男

健

六

郎

出

海

松

本

嘉

久

長

男

祐

樹

j中 J中戒沖 j中長黒槍;

i市計IiJlI ?甫ィ甫 j兵山干責

菊
地
登
喜
汁
上

久

保

時

一

紙
本
健
一

岡

田

倉

男

友

浮

正

則

山

本

久

雄

山

風

間

保

竹
田
喜
代
秋

い

プ

一

誠

長
久
真
由
美

二

女

響

子

三

女

文

枝

長

男

持

治

二

男

次

朗

長

男

敏

孝

長
女
め
ぐ
み

お
く
や
み

櫛沖長豊 下長沖青桐fJ ~反存豊 仁 (1住
柴須 柴
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『白頭を飾る秋の!味覚」 値ぷ

み(ながら家族の健康管理に苦

心されでいる奥様方は、家の大

蔵大庄の貫録十分。その反面子

供の要求する金の出納には甘さ

がある。勤労の尊さと共に、経

済的な生活態度の養成を忘れで

はなるまい。一房のブドウ、ナ

シ一つにも農家の方の苦労がに

じんでいることを忠い、感謝す

る心も育てたいA 最近省 Lネル

ギ 政策が打ち出され、ノーカ

テ、 の設定を見るに至った。

島J1iJ日本に1{意を越す国民がい

るが、資源に国内で、満たせるも

のはーっとしてなく、すべて輸

入依存ばかり。節約するのはエ

ネルギー資源だけで、はない c 食

糧やせん維をはじめ日常生活に

必要なものはすべて節約しなけ

れば、日本の将来は危機lこ見舞

われる o 21世紀を迎える次の世

代を背負う青少年に、物資の飾

北勺を教え、百年の計を立てなく

てはなるまいA やすといっても社

会づくりは人づくりにある。法

治国11本に真の民主主義はまだ
定着しでむらず仁すべりしてい

る。連帯感もうすれ利己的で、

権利は主張しでも義務を怠りが

ち。健康守文化的生活を営むに

は、全臼氏が広い視野に立って、

日本の将来を憂え、社会、経済、

文化など全分野を洗いなおし、

物の面も心の面も、真にみのり

多い秋にしてほしいと考えるの

は筆者一人だろうか。足元から

洗いなおそう。
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・
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円
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で
す
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「
今
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ぶ
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る
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提
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イ
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に
、
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沼
介
。
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さ
ぼ
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、
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も
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も
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さ
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歓
迎
さ
れ
る
も

の
と
な
る
よ
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し
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れ
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思

J

て
い
ま
す
。
本
紙
編
集
上
の
声
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ぜ

ひ
む
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の回]をつくり、人口をふやしましょう

9月 1日現在 前月との比較

13，135人 13人減
人口 (男 6.287入) 生人減)

:t:. 6，848人 9人減

世帯数 3，902世帯 i 7世得j成
繍


